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令和 4 年度施設関係者評価の公表について 
 

 

 

認定こども園法施行規則第 23 条に従い、令和 4 年度の運営状況について、

職員の自己評価を行った上で、保護者（地域）代表者の意見も交えて評価を行

いましたので、結果を公表いたします。 

 

 

令和 5 年 7 月 15 日 

幼保連携型認定こども園こどもの家 

園 ⾧  中川 康嘉 

 

 

認定こども園法施行規則（抜粋） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

第２３条 

幼保連携型認定こども園の設置者は、当該幼保連携型認定こども園における教育及び保

育並びに子育て支援事業の状況その他運営の状況について、自ら評価を行い、その結果

を公表するものとする。 

２ 前項の評価を行うに当たっては、幼保連携型認定こども園の設置者は、その実情に

応じ、適切な項目を設定して行うものとする。 
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１ 職員の自己評価 

全ての職員が、「当施設の保育・教育目標は、乳幼児の実態や特色を踏まえた目標にな

っている」と評価した。 

 

 

 

２ 保護者（地域）代表評価 

支援センター等も併設されており、地域のニーズ把握も把握していると思う。 

これが、保育に生かされているのではないか。 

 

 

 

 

３ 評価を受け、園として改善を図ること 

全てが、保育・教育目標は、乳幼児の実態や特色を踏まえた目標になっていると評価し

た。保育・教育目標は、実態や地域の特色のみならず、保護者ニーズや時代の流れ等にも

合わせながら決めている。 

そのことを職員も理解した上で、目標に向かって教育・保育に携わっている状況が自己

評価として現れていると感じる。 
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１ 職員の自己評価 

「良い」が 68.2％、「大変良い」が 22.7％と 90.2％の職員が、「社会の要請や保護者の

願いを反映している」と評価した一方、9.1％の職員が「一部改善を要する」と評価した。 

 

 

 

２ 保護者（地域）代表評価 

保護者からの、困りごとや要望に迅速に対応してくださっていると思う。 

 

 

 

 

３ 評価を受け、園として改善を図ること 

概ね、社会の要請や保護者の願いを反映させた目標となっていると評価した一方、

9.1％の職員が「一部改善を要する」と評価した。 

一部改善を要するといった評価は、コロナ禍による社会変化や時代ニーズを考えると、

社会の要請や保護者の意見を集約する手段の見直しに向け、検討が必要な時期にきている

現れではないかと感じる。 
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１ 職員の自己評価 

「良いが」90.9％、「大変良い」が 4.5％と 95.4％の職員が「保育・教目標を理解し、

実践している」と評価した一方で、「一部検討を要する」と 4.5％が評価した。 

 

 

 

２ 保護者（地域）代表評価 

定期的に研修等も実施されている様子がある。 

これにより、目標等が統一されているのではないか。 

 

 

 

３ 評価を受け、園として改善を図ること 

概ね、目標を理解し実践している評価となったが、4.5％が「一部検討を要する」と評

価した。 

少数とはいえ、改めて職員に対し目標の周知、具体的な実践に向けた仕掛けづくりが必

要だと感じている。 
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１ 職員の自己評価 

「良い」が 68.2%、「大変良い」が 9.1％と 77.3％の職員が「反省を生かし全職員で検

討し、かつ共通理解を図っている」と評価した一方で、22.7％の職員が「一部改善を要す

る」と評価した。 

 

 

２ 保護者（地域）代表評価 

評価から、反省がおおかた、職員全体に共有されているのだと思う。 

 

 

 

 

３ 評価を受け、園として改善を図ること 

一部改善を要すると評価した職員が、22.7％いる状況は、改善を行う必要があると感じ

る。 

改めて、反省の生かし方や職員同士の共通理解といった、組織内における体制の再構築

を図りたい。 
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１ 職員の自己評価 

「良い」が 63.6％、「大変良い」が 27.3％と、90.9％の職員が「指導計画は乳幼児の

実態に即した計画になっている」と評価した。一方で、9.1％の職員が「一部検討を要す

る」と評価している。 

 

 

２ 保護者（地域）代表評価 

良いと思う。 

 

 

 

 

３ 評価を受け、園として改善を図ること 

概ね、実態に即した計画になっている評価となったが、9.1％の職員が一部検討を要す

ると評価しており、詳細について把握・改善を行うと共に、保育者間で実態を共有し合い、

話し合いの場を持ちながら作成できるよう指導していきたい。 
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１ 職員の自己評価 

「良い」が 68.2％、「大変良い」が 18.2％と、86.4％の職員が「環境の構成を意識し

た保育・教育過程を常に工夫している」と評価した。一方で 9.1％が「改善を要する」、

4.5％が「一部検討を要する」と 13.6％の職員が「検討」又は「改善の必要がある」と評

価した。 

 

 

２ 保護者（地域）代表評価 

評価の結果から、日々保育を工夫していることが伺える。 

特に近年は、以前より気候の厳しさがあるため、今後も工夫を凝らしてもらいたい。 

 

 

 

３ 評価を受け、園として改善を図ること 

概ね、保育・教育過程を常に工夫しているとの評価となったが、13.6％の職員が検討又

は改善の必要があると評価しており、詳細について把握・改善を行う必要がある。 
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１ 職員の自己評価 

「良い」が 72.7％、「大変良い」が 13.6％と、86.3％の職員が「素材・用具を適切に

活用している」と評価した。一方で「一部検討を要する」と 13.6％の職員が評価した。 

 

 

 

 

２ 保護者（地域）代表評価 

良いと思う。 

 

 

 

 

３ 評価を受け、園として改善を図ること 

概ね、素材・用具を適切に活用しているとの評価となったが、13.6％が一部検討を要す

ると評価している。当園の柱である「モンテッソーリ教育」の教具の活用についても、職

員間で温度差があるとの意見もあり、改めて適切に活用できるよう、研修や会議等を通し

て認識を高めていきたいと考える。 

 

 



9 

 

 
 

 

 

１ 職員の自己評価 

「良い」が 72.7％、「大変良い」が 13.6％と、86.3％の職員が「保育・教育の改善に

努めている」と評価した一方で、「一部検討を要する」と 13.6％の職員が評価した。 

 

 

 

２ 保護者（地域）代表評価 

良いと思う。 

 

 

 

 

３ 評価を受け、園として改善を図ること 

概ね、保育・教育の改善に努めていると評価した一方、13.6％が一部検討を要すると評

価した。改めて、職員ひとり一人の意識づくり、具体的な実践に向けて、個別育成計画の

作成を検討していきたい。 
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１ 職員の自己評価 

「良い」が 57.1％、「大変良い」が 14.3％と、71，4％の職員が「デイリープログラム」

は現行のままで良いと評価した一方、「一部検討を要する」と 28.6％の職員が評価した。 

 

 

 

２ 保護者（地域）代表評価 

「一部検討を要する」の割合がやや多いように感じる。 

職員ひとり一人の意見を吸い上げて、実行していけると良い。 

 

 

 

３ 評価を受け、園として改善を図ること 

概ね、デイリープログラムは現行のままで良いとの評価であったが、28.6％が一部検討

を要すると評価している。 

育ちの個人差や子ども達の状況を考えると、見直しが必要な時期にきているのかもしれ

ない。企画会議等で意見を集約しながら、必要な見直しを図っていきたい。 

 

 



11 

 

 
 

 

 

１ 職員の自己評価 

「良い」が 68.2％、「大変良い」が 9.1％と 77.3％の職員が「行事の種類や実施回数は

適切だと」評価した。一方で「一部検討を要する」と 22.7％が評価した。 

 

 

 

２ 保護者（地域）代表評価 

コロナ禍を経て、以前と大きく変わっていると思う。 

子どもたちが楽しい園生活が送れるよう、保護者としても検討をお願いしたい。 

 

 

 

３ 評価を受け、園として改善を図ること 

概ね、行事の種類や実施回数は適切と評価している一方で、22.7％が一部検討を要する

と評価している。 

検討の必要性を感じている職員は、まだ少数ではあるが、コロナ禍による社会変化や時

代ニーズ、こども達の状況を考えると、行事の種類や実施回数の検討に向けた協議が必要

な時期にきていると感じている。 
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１ 職員の自己評価 

「良い」が 72.7％、「大変良い」が 9.1％と 81.8％の職員が「行事のねらいを計画や実

践に十分生かしている」と評価した一方で、「一部検討を要する」と、18.2％の職員が評

価した。 

 

 

 

２ 保護者（地域）代表評価 

良いと思う。 

 

 

 

 

３ 評価を受け、園として改善を図ること 

概ね、行事のねらいを計画や実践に十分生かしていると評価したが、18.2％の職員が一

部検討を要すると評価した。 

少数ではあるが、行事のねらいが生かせてないと感じており、改めて行事を計画する際、

ねらいの再確認を共通理解させていくことが必要だと感じた。 
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１ 職員の自己評価 

「良い」が 81.8％、「大変良い」が 13.6％と、95.4％の職員が、「行事を企画するにあ

たり、計画・実践・評価・改善の体制をとっている」と評価した一方で「一部検討を要す

る」と 4.5％の職員が評価した。 

 

 

２ 保護者（地域）代表評価 

良いと思う。 

 

 

 

３ 評価を受け、園として改善を図ること 

概ね、PDCA サイクルに基づいた、体制とって行事を企画しているとの評価となったが、

4.5％が一部改善を要すると評価した。 

少数ではあるが、一部検討を要すると評価しており、改めて改善や効率化、それによっ

て生産性向上を図るための意義を周知し、PDCA サイクルに基づいた体制が取れるよう努

めていく。 
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１ 職員の自己評価 

「良い」が 63.6％、「大変良い」が 18.2％と、81.8％の職員が「行事は保護者の願い

や意見を取り入れて企画・実施している」と評価した一方で、「一部検討を要する」と

18.2％の職員が評価した。 

 

 

２ 保護者（地域）代表評価 

コロナ禍を経て、行事事態は簡素化されている部分はあるが、保護者の行事への関わり

方は変わっていない。 

行事後の保護者アンケートについては、行事を企画する前に、職員だけでははく、保護

者に対しても取るようにすると、保護者を交えた話し合い（実行委員会）の時に、多くの

意見が出て良いのではないかと思う。 

 

 

３ 評価を受け、園として改善を図ること 

概ね、保護者の願いや意見を取り入れて行事を企画・実施していると評価した一方、

18.2％が一部検討を要すると評価した。 

コロナ禍により、行事や PTA 活動のあり方が変化した今、保護者との関係が希薄になっ

ている側面から出た評価なのかもしれない。今後、詳細の把握・改善に向け検討を進める

とともに、保護者代表からの評価にもあるとおり、企画する前に保護者にもアンケート調

査を行うようにしたい。 
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１ 職員の自己評価 

「良い」が 72.7％、「大変良い」が 13.6％と 86.3％の職員が「能動的・合理的な組織

運営になっている」と評価した一方、「一部検討を要する」と 13.6％の職員が評価した。 

 

 

 

２ 保護者（地域）代表評価 

良いと思う。 

 

 

 

 

３ 評価を受け、園として改善を図ること 

概ね、能動的・合理的な組織運営になっていると評価した一方、13.6％が一部検討を要

すると評価した。 

組織のみならず、会議のあり方、時代背景等、様々な視点で検証を行いながら、職員と

も対話を重ね、能動的・合理的な組織運営が図られるよう努めていく。 
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１ 職員の自己評価 

「良い」が 68.2％、「大変良い」が 13.6％と 81.8％の職員が「職員配置は適材・適所」

と評価した一方、「一部検討を要する」と 18.2％の職員が評価した。 

 

 

 

２ 保護者（地域）代表評価 

良いと思う。 

 

 

 

 

３ 評価を受け、園として改善を図ること 

概ね、職員配置は適材・適所と評価した一方、18.2％が一部検討を要すると評価した。 

面談等では、改めて配置のねらい、役割等を丁寧に説明し、理解・納得した上で業務に従

事できる環境を整えていく。 
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１ 職員の自己評価 

「良い」が 68.2％、「大変良い」が 13.6％と、81.8％の職員が「各部の分担・割り当

ては適切」と評価した一方で「一部検討を要する」と 18.2％の職員が評価した。 

 

 

 

２ 保護者（地域）代表評価 

「一部検討を要する」の割合がやや多いと思う。 

残業等が減らせるような分担の工夫をすると良いのではないか。 

 

 

 

３ 評価を受け、園として改善を図ること 

概ね、各部の分担・割り当ては適切と評価した一方、18.2％が一部検討を要すると評価

した。部の役割分担は、ある程度適切なのかもしれないが、ニーズや時代に対応できる組

織体制になっているのか、新たな取り組みや行事等の見直しに向けて対応できる体制なの

か、職員からも意見を聞きながら、必要に応じて改善を図りたい。 
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１ 職員の自己評価 

「良い」が 68.2％、「大変良い」が 9.1％と、77.3％の職員が「会議は適切かつ効率的

に進めている」と評価した一方で「一部検討を要する」と、22.7％の職員が評価した。 

 

 

 

２ 保護者（地域）代表評価 

職員から、最後の意見では「昼礼の簡素化」が出てる様子なので、より工夫が必要なの

ではないか。 

 

 

 

３ 評価を受け、園として改善を図ること 

77.3%が、会議は適切かつ効率的と評価した一方、22.7％が一部検討を要すると回答し

た。多数決では、適切・効率的との評価ではあったが、面談等で職員と個別に話す中で感

じることとして、頻度や内容を検討し、適切かつ効率的に会議を行う必要があるのではな

いか、と感じている。 

詳細等、確認しながら改善を図りたい。 
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１ 職員の自己評価 

68.2％の職員が「会議では積極的に発言している」と評価した一方、「一部検討を要す

る」が 27.3％、「改善を要する」が 4.5％と、31.8％の職員が「検討や改善を要する」と

評価した。 

 

 

２ 保護者（地域）代表評価 

職員が発言しやすい工夫がよりされると良いのではないか（会議の数日前から、事前に

意見を吸い上げておいて開催する等）。 

 

 

 

３ 評価を受け、園として改善を図ること 

会議での発言については、一部検討を要する、改善を要すると評価した職員が 31.8%と

高い数字となった。 

会議については、職員が発言しやすいよう、会議のあり方や形態の見直し検討が必要だ

と感じているが、改めて自分の意見を発言する重要性について、職員の意識付けを行う必

要があると感じている。 
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１ 職員の自己評価 

全ての職員が「それぞれの立場を理解し、協力や助言を惜しむことなく施設運営に携わ

っている」と評価した。 

 

 

 

２ 保護者（地域）代表評価 

良いと思う。 

 

 

 

 

３ 評価を受け、園として改善を図ること 

全ての職員がそれぞれの立場を理解し、協力や助言を惜しむことなく施設運営に携わっ

ていると評価してくれた結果は、施設のみならず法人全体として、心地よい関係づくりを

進めてきた結果だと感じている。 

引き続き、職員同士の関係性に気を掛けながら、職員ひとり一人に声を掛けながら、き

め細やかな関係づくりを進めていきたい。 
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１ 職員の自己評価 

「良い」が 68.2％、「大変良い」が 13.6％と、81.8％の職員が「年齢別・クラス目標

は、保育・教育目標や重点目標に基づいて設定されている」と評価した一方、「一部検討

を要する」と 18.2％の職員が評価した。 

 

 

２ 保護者（地域）代表評価 

園として改善を図ることとして、挙がっているとおり、保育・教育目標の重要性を認識

させ、その目標に向かって保育者間で話し合いながら、クラス目標を設定していくことは

必要だと感じる。 

 

 

３ 評価を受け、園として改善を図ること 

概ね、保育・教育目標に基づいてクラス目標等が設定されていると評価した。一方で一

部検討を要すると 18.2%が回答しており、保育・教育目標とクラス目標にズレがあると認

識している職員がいる結果も出た。 

改めて、保育・教育目標の重要性を認識させると共に、その目標に従い保育者間で話し

合いながら、クラス目標を設定していけるよう指導を行っていきたい。 
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１ 職員の自己評価 

「良い」が 63.6％、「大変良い」が 22.7％と、86.3％の職員が、「年齢別・クラス目標

が、乳幼児の実態に即して設定されている」と評価した一方、「一部検討を要する」と

13.6％が評価した。 

 

 

２ 保護者（地域）代表評価 

園として改善を図ることとして、挙がっているとおり、乳幼児の実態に即した目標設定

するよう職員に周知し、改めて目標や計画の重要性について、職員が認識を持てるよう研

修等を充実させることは必要だと思う。 

 

 

３ 評価を受け、園として改善を図ること 

概ね、乳幼児の実態に即した年齢別・クラス目標が設定されていると評価した一方で、

13.6％が一部検討を要すると評価した。 

改めて、クラスごとに目標や計画を設定する際、乳幼児の実態に即した目標を設定する

よう職員に周知すると共に、改めて目標や計画の重要性について、職員が認識を持てるよ

う研修等を充実させたい。 
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１ 職員の自己評価 

「良い」が 81.8％、「大変良い」が 9.1％と、90.9％の職員が、「同年齢及び異年齢児

の効果的な活動の充実を図っている」と評価した一方、「一部検討を要する」と 9.1％の職

員が評価した。 

 

 

２ 保護者（地域）代表評価 

良いと思う。 

 

 

 

 

３ 評価を受け、園として改善を図ること 

概ね、同年齢及び異年齢児の効果的な活動は充実していると評価した一方で、9.1％の

職員が一部検討を要すると評価した。 

効果的な活動の充実に向け、クラス内はもちろんのこと職員並びに姉妹園同士、連携を

図りながら活動の充実を図りたい。 
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１ 職員の自己評価 

「良い」が 68.2％、「大変良い」が 9.1％と、77.3％の職員が「評価・資料を集積して

いる」と評価した一方で、「一部検討を要する」と 22.7％が評価した。 

 

 

 

２ 保護者（地域）代表評価 

園として改善を図ることとして、挙がっているとおり、日々のルーティンを明確にし、

評価や記録の集積が遅れたり疎かにならないよう、職員間で共通認識を持てるようルール

化することは、必要だと思う。 

 

 

３ 評価を受け、園として改善を図ること 

77.3%が諸記録を集積していると評価した一方で、22.7％の職員が一部検討を要すると

評価した。 

一部検討を要するといった評価は、諸記録の集積を行うルーティンに個人差があるから

ではないかと感じる。 

改めて日々のルーティンを明確にし、評価や記録の集積が遅れたり疎かにならないよう、

職員間で共通認識を持てるようルール化したい。 
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１ 職員の自己評価 

「良い」が 81.8％、「大変良い」が 9.1％と 90.9％の職員が「年齢別。クラス経営に生

かされるような具体的保健対策を講じている」と評価した一方、「一部検討を要する」と

9.1％の職員が評価した。 

 

 

２ 保護者（地域）代表評価 

良いと思う。 

 

 

 

 

３ 評価を受け、園として改善を図ること 

概ね、具体的な保健対策を講じていると評価した一方で、9.1％が一部検討を要すると

評価した。 

新型コロナウイルス感染症が５類に移行したものの、引き続き感染防止等、保健対策は

講じていく必要がある。 

今後も引き続き看護師の指導・管理の下、職員・クラス間で連携を図りながら保健対策

の充実を図っていきたい。 
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１ 職員の自己評価 

「良い」が 63.6％、「大変良い」が 31.8％と、95.4％の職員が「避難訓練・交通安全

指導は、計画に基づいて適切に実施している」と評価した一方、「一部検討を要する」と

4.5％の職員が評価した。 

 

 

２ 保護者（地域）代表評価 

良いと思う。 

 

 

 

 

３ 評価を受け、園として改善を図ること 

概ね、避難訓練・交通安全指導は計画に基づいて適切に実施していると評価した一方で、

4.5％の職員が一部検討を要すると評価した。 

避難訓練は、火災・地震等を想定し、毎月実施しているものの、災害発生時の引き渡し

訓練が実施できていない状況から、一部検討を要するとの評価があったのかもしれない。

引き渡し訓練の実施に向け、検討を進めたい。 

交通安全指導については、引き続き交通安全協会の協力を得ながら、園児に指導を行っ

ていきたい。 
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１ 職員の自己評価 

「良い」が 76.2％、「大変良い」が 19％と、95.2％の職員が、「健康・安全に必要な習

慣や態度育成のため、家庭への啓発を行っている」と評価した一方、「一部検討を要する」

と 4.8％の職員が評価した。 

 

 

２ 保護者（地域）代表評価 

園だより、LINE 等を充分に活用されていて、良いと思う。 

 

 

 

 

３ 評価を受け、園として改善を図ること 

概ね、健康・安全な生活に必要な習慣や態度育成のため、家庭への啓発を行っていると

評価した一方で、4.8％が一部検討を要すると評価した。 

健康や生活習慣、態度育成に向けては、登降園の際、保護者との日常的なコミュニケー

ションの中で、啓発を行うと共に、園だより等の広報媒体でも広く啓発を行っている。 

新型コロナウイルスやインフルエンザ等の感染で、自宅療養を余儀なくされる園児の健

康や生活習慣の観察についても、保護者や園児に不安が無いようフォローできる体制も構

築していきたい。 
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１ 職員の自己評価 

「良い」が 59.1％、「大変良い」が 36.4％と、95.5％の職員が「乳幼児や保護者に関

する個人情報を適正に取り扱っている」と評価した一方、「一部検討を要する」と 4.5％が

評価した。 

 

 

２ 保護者（地域）代表評価 

良いと思う。 

 

 

 

 

３ 評価を受け、園として改善を図ること 

概ね、個人情報を適正に取り扱っていると評価した一方で、4.5％が一部検討を要する

と評価した。 

個人情報の保護に関しては、「個人情報保護に関する規程」に基づき、園児や保護者の

権利利益の保護及び人格の尊重を図るために適正に取り扱う必要がある。改めて職員に規

程の内容を周知すると共に、その重要性・責務を認識させ、一部検討を要する内容につい

て、把握・改善に努める。 
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１ 職員の自己評価 

「良い」が 86.4％、「大変良い」が 9.1％と、「施設内外・設備の安全点検を定期的に行

っている」と評価した一方、「一部検討を要する」と、4.5％の職員が評価した。 

 

 

 

２ 保護者（地域）代表評価 

良いと思う。 

 

 

 

 

３ 評価を受け、園として改善を図ること 

概ね、施設内外・設備安全点検については、定期的に行っていると回答した一方、

4.5％の職員が一部検討を要すると評価した。 

当園では、安全点検表に基づき定期的に設備の安全点検を行うことにしているが、園舎改

修や遊具の移動等により、一部設備の点検について検討を要する状況になっている。 

改めて、必要な検討を行いたい。 
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１ 職員の自己評価 

「良い」が 77.3％、「大変良い」が 9.1％と、86.4％の職員が「遊具・用具等を活用し

やすいよう整理・保管している」と評価した一方、「一部検討を要する」と 13.6％の職員

が評価した。 

 

 

２ 保護者（地域）代表評価 

良いと思う。 

 

 

 

 

３ 評価を受け、園として改善を図ること 

概ね、遊具・用具等を活用しやすいよう整理・保管していると評価した一方、13.6％の

職員が一部検討を要ると評価した。 

クラスによっては、整理整頓ができていない、環境の乱れが生じているとの報告が挙が

っており、改めてクラス内で協議を行い、子どもの状況、成⾧発達に合わせて環境を整え、

活用しやすいよう整理・保管できるよう指導を行う。 
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１ 職員の自己評価 

「良い」が 77.3％、「大変良い」が 18.2％と、95.5％の職員が、「不審者等に対応する

周到な配慮を行っている」と評価した一方、「一部検討を要する」と、4.5％の職員が評価

した。 

 

 

２ 保護者（地域）代表評価 

良いと思う。 

 

 

 

 

３ 評価を受け、園として改善を図ること 

概ね、不審者等に対応する周到な配慮を行っていると評価した一方、4.5％が一部検討

を要すると評価した。 

不審者等の対応に関しては、毎年、NPO 法人の理事⾧を迎え職員向けに研修を行うと共

に、従来の対策に捉われない対応やアイデアを教授いただいている。 

今後は、その対応やアイデアを生かせるよう、訓練の実施等を充実させていきたい。ま

た、導入している防犯カメラが古くなっており、鮮明に記録されない状況である。新たな

システムの導入も視野に入れ対応を検討したい。 
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１ 職員の自己評価 

「良い」が 63.6％、「大変良い」が 31.8％と、95.4％の職員が「掲示板・掲示場所等

を適切かつ効果的に活用している」と評価した一方、「一部検討を要する」と 4.5％の職員

が評価した。 

 

 

２ 保護者（地域）代表評価 

良いと思う。 

 

 

 

 

３ 評価を受け、園として改善を図ること 

概ね、掲示板・掲示場所等を適切かつ効果的に活用していると評価した一方、4.5％が

一部検討を要すると評価した。 

掲示物については、掲示板の活用のみならず、保護者の目につきやすい位置に掲示する

と共に、登降園システムにおける掲示等、デジタル媒体も活用しながら周知を図っている。 

今後もアナログのみならず、ICT 機器も活用しながら保護者や地域に必要な情報の周知

を図っていく。 
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１ 職員の自己評価 

「良い」が 68.2％、「大変良いが」13.6％と、81.8％の職員が、「デイサービスの利用

者や学童クラブの児童と触れ合う中で、乳幼児が楽しく過ごし充実感を味わうことができ

るような配慮や援助・支援を行っている」と評価した一方、「一部検討を要する」と

18.2％の職員が評価した。 

 

２ 保護者（地域）代表評価 

良いと思う。 

 

 

 

３ 評価を受け、園として改善を図ること 

81.8%が、デイサービス利用者や学童クラブといった異年齢層との触れ合いに対し配慮

や援助等を行っていると評価した一方、18.2％が一部検討を要すると評価した。 

３年間続いたコロナ禍の影響が大きく、世代を超えた交流に制限があったため、検討を要

するといった評価の割合が高かったのではないかと推測する。 

もちろん、コロナ禍においてもオンライン会議システムを用いた交流の企画・実施等、

可能な限り交流を続けてきたが、直接会って触れ合える交流と比較すると限界もあった。 

なお、デイサービスセンターについては、令和６年度７月（予定）より、新たに開設す

る特別養護老人ホームへの移転が決まっており、日常的な交流に変化が生じてくる可能性

がある。どのように交流を続けていくのか、今のうちから検討を進めていきたい。 
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１ 職員の自己評価 

「良い」が 68.2％、「大変良い」が 4.5％と、72.7％の職員が、「デイサービスや学童

クラブ職員と情報を交換し、それを交流に生かしている」と評価した一方、「一部検討を

要する」と 27.3％の職員が評価した。 

 

 

２ 保護者（地域）代表評価 

交流できる状況も限定される場合があると思うので、現状でも充分と感じる。 

 

 

 

 

３ 評価を受け、園として改善を図ること 

72.7%がデイサービスや学童クラブ職員と情報を交換し、それを交流に生かしていると

評価した一方、27.3％の職員が一部検討を要すると評価した。 

交流は行っているものの、企画・計画が一方的であったり、一方が企画した計画に参加し

ているだけといった現状があるのかもしれない。 

改めて、交流活動の意義や目的を共有し、共に活動を計画できるような関係性を構築す

る必要があると感じる。 
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１ 職員の自己評価 

「良い」が 36.4％、「大変良い」が 18.2％と、54.6％の職員が、「保護者が施設の保

育・教育に触れる機会（オープン参観等）がある（コロナ禍による代替的な取り組み含

む）」と評価した一方、「一部検討を要する」が 45.5％と評価した。 

 

 

２ 保護者（地域）代表評価 

コロナが 5 類に移行した関係もあるので、今後は以前に近づけると良いと思う。 

 

 

 

３ 評価を受け、園として改善を図ること 

コロナ禍の期間は、オープン参観は計画できなかったり、計画はしたもののコロナの感

染拡大で中止になるなど、保護者が施設の保育・教育に触れる機会を設けることができな

かった。代替え的な取り組みとして、YouTube による動画配信、玄関ホールにおける動画

上映等、創意工夫による取り組みにも挑戦したが、直接、触れてもらうオープン参観とは

比較にならない。令和５年度からは、オープン参観の再開を計画したい。 
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１ 職員の自己評価 

「良い」が 31.8％、「大変良い」が 9.1％と、40.9％が「オープン参観は、参観時間を

制限せず、保護者以外も対象にした内容となっている」と評価した一方、「一部検討を要

する」と 59.1％の職員が評価した。 

 

 

２ 保護者（地域）代表評価 

コロナが 5 類に移行した関係もあるので、今後は以前に近づけると良いと思う。 

 

 

 

 

３ 評価を受け、園として改善を図ること 

一部検討を要するが 59.1%となっており、コロナ禍による制限が大きく影響してしまっ

た評価となった。オープン参観ではないが、年度途中からは、園見学として、入園を検討

している地域の方に保育・教育を直接見ていただく機会を設けたが、フリーのオープン参

観のようには、いかなかった。令和５年度の取り組みとして検討したい。 
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１ 職員の自己評価 

「良い」が 68.2％、「大変良い」が 4.5％と、72.7％の職員が「保護者を含む地域の人

材活用の時期・内容は適切」と評価した一方、「一部検討を要する」と 27.3％の職員が評

価した。 

 

 

 

２ 保護者（地域）代表評価 

園として改善を図ることとして、挙がっているとおり、保護者を含め地域の人材活用を

検討いただきたい。 

 

 

 

３ 評価を受け、園として改善を図ること 

72.7%の職員が地域の人材活用の時期・内容は適切だったと評価したものの、コロナ禍

前と比較すると制限が続いているのが現状である。 

書道教室・体育教室・硬筆教室・英語教室等は、地域や外部講師を活用しているものの、

保護者や身近な地域の人材の活用には至っていない。 

コロナの５類移行を機に、保護者を含む地域の人材活用を検討したい。 
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１ 職員の自己評価 

「良い」が 59.1％、「大変良い」が 4.5％と、63.6％の職員が、「乳幼児の興味や関心

に基づいて地域社会・その他の施設と交流している」と評価した一方、「一部検討を要す

る」と 36.4％の職員が評価した。 

 

 

２ 保護者（地域）代表評価 

園として改善を図ることとして、挙がっている、域社会やその他の施設との交流につい

て、今後、活発にできると良いと思う。 

 

 

 

３ 評価を受け、園として改善を図ること 

63.6%が地域社会・その他の施設と交流していると評価した一方、36.4％の職員が一部

検討を要すると評価した。 

地域社会やその他の施設との交流についてもコロナ禍の影響で制限がかかってしまった

影響が大きい。令和５年度、改めて検討していきたい。 
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１ 職員の自己評価 

全ての職員が「地域の行事に積極的に参加し、地域の文化や生活に触れている」と評価

した。 

 

 

 

２ 保護者（地域）代表評価 

良いと思う。 

 

 

 

 

３ 評価を受け、園として改善を図ること 

全員が地域の行政時積極的に参加し、地域の文化や生活にふれていると評価した。 

コロナ禍の影響もあり、行事やイベントの数は減ったものの、参加できる行事等にはで

きるだけ参加させていただいた。令和５年度も引き続き地域の行事、文化等に触れる機会

を設けていきたい。 
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１ 職員の自己評価 

「良い」が 77.3％、「大変良い」が 18.2％と、95.5％の職員が「子育て支援センター

は園庭や保育室等を支援センターの利用者に開放している」と評価した一方、「一部検討

を要する」と 4.5％の職員が評価した。 

 

 

２ 保護者（地域）代表評価 

良いと思う。 

 

 

 

 

３ 評価を受け、園として改善を図ること 

概ね、子育て支援センター利用者への園庭、保育室等を開放していると評価した一方で、

4.5％が一部検討を要すると評価した。 

子育て支援センターとしては、その目的を考えると当然の評価だと感じるが、コロナ禍

の影響もあり、保育室の開放については制限もあり困難であった。 

令和５年度は、支援センターのみならず、一般の保育室等についても、体験活動を企画

するなど、開放に向けた計画を練っていきたい。 
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１ 職員の自己評価 

「良い」が 63.6％、「大変良い」が 27.3％90.9％の職員が「子育て支援センターは利

用者に対して学習の機会を設定している」と評価した一方、「一部検討を要する」と 9.1％

の職員が評価した。 

 

 

２ 保護者（地域）代表評価 

良いと思う。 

 

 

 

 

３ 評価を受け、園として改善を図ること 

概ね、支援センターとして学習の企画を設定していると評価した一方、9.1％が一部検

討を要すると評価した。 

支援センターとしては、毎月定例の行事等を通して、学習の機会を提供している一方、

マンネリ化していないか、利用者や時代のニーズにマッチしているか、検証が必要な時期

にきているのかもしれない。利用者からアンケートを取る等、新たな学習の機会提供に向

け模索していきたい。 
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１ 職員の自己評価 

全ての職員が「子育て支援センターは、職員による育児に係る子育て相談は充実してい

る」と評価した。 

 

 

 

 

２ 保護者（地域）代表評価 

良いと思う。 

 

 

 

 

３ 評価を受け、園として改善を図ること 

全ての職員が育児に係る子育て相談は充実していると評価した。基本的に、相談を受け

た際、子育て支援センターで解決困難な場合でも、関係機関につなぐなど、課題を放置し

ないよう職員も心掛けている。 

今後は、子育て支援センターに来れない人、利用したくてもためらいがある人、存在そ

のものを知らない人等とつながるためにも、地域に出向く取り組みに向けて西都市とも協

議を行いながら検討が必要だと感じている。 
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１ 職員の自己評価 

全ての職員が「子育て支援センターは、関係機関と連携を図り、利用者にとって必要な

情報を提供している」と評価した。 

 

 

 

２ 保護者（地域）代表評価 

良いと思う。 

 

 

 

 

３ 評価を受け、園として改善を図ること 

全ての職員が関係機関と連携を図り必要な情報を提供していると評価した。 

提供する情報は、西都市をはじめ関係機関と連携の下、計画している行事等をとりまとめ、

毎月１回発行する支援センターだよりに掲載しているので、利用者には、各機関が計画し

ている行事等がひとつの媒体で把握できるものとなっている。 

引き続き、子育て支援センターだよりの充実を図っていくと共に、ホームページ（西都

市の子育てポータルサイト）の開設に向け、検討をしていきたい。 
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１ 職員の自己評価 

「良い」が 59.1％、「大変良い」が 36.4％と 95.5％の職員が、「園だより・クラス通

信・ホームページ等で施設の情報を発信している」と評価した一方で、「一部検討を要す

る」と 4.5％の職員が評価した。 

 

 

２ 保護者（地域）代表評価 

良いと思う。 

 

 

 

 

３ 評価を受け、園として改善を図ること 

概ね、施設情報を発信していると評価した一方、4.5％が一部検討を要すると評価した。 

特に、年度末にホームページがリニューアルしたため、現在まで紙媒体が中心だった情報

発信について、ホームページ等デジタル媒体をどのように活用して、情報を発信していけ

るのか、が今後の大きな課題だと感じている。 

ホームページのリニューアルと併せて、園だより等の内容等につても検討を進めていき

たい。 
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１ 職員の自己評価 

「良い」が 54.5％、「大変良いが」22.7％と、77.2％の職員が「施設の行事や各種事業

等を、地域内の小学校や児童施設に対し周知している」と評価した一方、「一部検討を要

する」と、22.7％の職員が評価した。 

 

 

２ 保護者（地域）代表評価 

園として改善を図ることとして、挙がっているとおり、地域内の小学校や児童施設に文

書等をもって周知すること、必要だと思う。 

 

 

 

３ 評価を受け、園として改善を図ること 

77.2%が施設の行事や各種事業等を、地域内の小学校や児童施設に対し周知していると

評価した一方、22.7％が一部検討を要すると評価した。 

施設の行事や各種事業等については、園だよりや掲示板等を使って常に周知している。 

一方で、コロナ禍の影響もあり、地域内の小学校や児童施設に文書等をもって周知はで

きていない。改めて周知するよう努めていきたい。 
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１ 職員の自己評価 

「良い」が 72.7％、「大変良い」が 13.6％と、86.3％の職員が、「地域や保護者の意見

を施設運営に反映している」と評価した一方、「一部検討を要する」と 13.6％の職員が評

価した。 

 

 

２ 保護者（地域）代表評価 

良いと思う。 

 

 

 

 

３ 評価を受け、園として改善を図ること 

概ね、地域や保護者の意見を施設運営に反映していると評価した一方、13.6％が一部検

討を要すると評価した。 

コロナ禍の影響もあり、PTA 活動や園行事の形態の変化、オープン参観やクラス懇談会

の中止等の影響もあり、保護者からの意見を集約しにくくなっている現状もある。 

試行的ではあるが、Google フォームを使ったアンケート調査も行い始めており、状況

や時代に合わせた意見の集約にも注力していきたい。
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「改善を要する」と評価した項目について、あなたが考える改善方法があれば、記入し

て下さい（記入例:〇〇〇に対して〇〇〇に改善する等） 

 

 

職員 A 

自園の軸でもあるモンテッソーリ教育は縦割り保育の良さもあるが、自園は異年齢児が

同じ環境にいるものの、縦割りの良さが生かされてないように感じる１年であった。 

その年度のメンバーにもよるところだとは思うが、上の子が小さい子をいたわる、お世

話する姿（子ども同士の関係性）があまり見られず、年⾧児がお手本となるような姿、動

きがこれまでより希薄に感じた１年であった。 

思いやりの心、優しさが自然に子どもたちの中に育つように、保育者のかかわり、援助

が大切だと思う。 

年案・月案・週案が、状況や子どもの実態に即していないところがあるのではないか、

と感じている。作成手段の見直し、クラスミーティングでの検討が必要だと思う。 

子どもの心の面も含め、子どもたちのための保育教育となるよう保育者間で話し合い、

作成し、保育教育に繋がるような計画をたてることが望ましい。 

 

支援センターの行事等は把握できるが、具体的な内容を把握できていない。 

また、支援センター利用者の方は、コロナや熱中症対策もあったのか、主に施設内で過

ごされることが多く、園庭で遊ばれる姿をほとんど見ない状況である。園庭利用について、

今一度考えることが必要だと思う。 

 

こどもの家がより良い園、保育教育の場になれるよう、保育者、職員一人一人の意識向

上も大切だと感じる。いつも通りでその日、その月を終わらせることなく、これは?と常

に疑問を持つことも大切であり、我が事のこととして受け身ではなく、積極的な姿勢、考

えがもっとあると良いと感じる。常勤、非常勤と働き方の違いはあるが、同じ環境で働く

者として、子どもたちのために協力して盛り上げていけたら良いと思う。 

 

 

職員 B 

昼礼をもっと簡潔的に出来ると良いと思う。 

会議等で自分の意見も言えるようになりたいと思う。 


